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大会・講習会 （令和７年度）

• 全剣連主催の大会は、例年通り実施
• 11月 全日本選手権（男女同時開催）… ８年も継続予定

• 国際大会
• 24年7月 イタリア・ミラノ 個人ベスト４を含め、完全優勝
• 26年（令和8年）5月 第1回アジア・オセアニア大会 東京武道館
• 27年（令和9年）5月 20WKC 日本武道館

• 指導法、試合・審判法の東⻄講習(年2回)、中央講習(年2回)

• 後援講習会(指導法、日本剣道形、試合・審判、幼少年・女
子)

• 令和8年度もおおむね同様（※指導法・試合審判法の東⻄講習会は中⽌）



課題（財務・コンプライアン
ス）
• 財務（事業活動収支）

• 令和6年度 実績 ▲360万円（世界大会派遣費用（約5千万
円）を含む）

• 令和7年度 予算 ＋640万円
• 引当金繰入れ、3年に一度の世界大会を勘案すると、さらな
る改善必要

世界大会応援クラブ会員募集

• コンプライアンスの徹底
• 不祥事発生のダメージのみならず、普及にとっても重要
• 次ページ以降
〇コンプライアンスの重要性、〇剣道人口の減少、〇なくならない不
祥事



なぜコンプライアンスが重要か
• 企業においては様々な事案が発生

不正会計（粉飾）、偽装（産地、データ）、その他（個人情報流出
等）

・・・ 最悪の場合、倒産も
• スポーツの場合、不祥事が起きると

社会がそのスポーツを敬遠、人気の下落
競技者の誇りに傷、競技人口が減少
資金面では、登録料等減収・企業スポンサー撤退で、中央団体運営に
影
・・・資金源を失うことで事業縮小等 負のスパイラル

当該個人にとっては、築き上げた地位・名誉の喪失、⺠事責任（損害
賠償）、（暴力などでは）刑事責任
全剣連は、決意をもって不祥事防⽌に取り組み
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剣道人口の減少

柔道剣道弓道バドミントン卓球
３５,６２８５９,３８２６５,１６２９５,７１３６７,０６２2003年（平成15年）
１４,１５６３１,７２０６４,０２５１１５,５２０６４,４８６2024年（令和6年）
△２１,４７２△２７,６６２△１,１３７１９,８０７△２,５７６増減
３９.７％５３.４％９８.３％１２０.７％９６.２％増減率
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・高校剣道部員数（高体連資料より）

・中体連：平成１５年１２２,５２６人 令和５年６８,０２６ ４５％減 （中体連）

・初段登録者数：平成１３年４.７万人 令和５年２.７万人 △４０％超
同年１３歳（中１）人口 （１３１.５万人） （１０６.５万人） △２０％
剣道人口増プロジェクトチーム（全剣連挙げて）

高校生人口：平成15年（2003年）381万人 令和6年（2024年）292万人 ▲23.4％






